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課 題 名

試験研

究年次

Ｉ目的

９常緑果樹における植物生育調節剤の利用

フイガロン乳剤による潟州ミカンの隔年結果防
分類 ①

止のための枝別全摘果

63～１年（完了）

温州ミカンにおける隔年結果防止のための枝別全摘果ついて、フイガロ

ン乳剤の利用を検討し、摘果作業の省力化を図る･

Ⅱ試験方法

１試験場所園芸研究所果樹圃場

２供試品種ｶﾗﾀﾁ台興津早生

３供試薬剤ﾌｲｶ､Ｗ乳剤(ｴﾁｸﾛｾ､､-ﾄ20%)、ｴｽﾚﾙ液剤(2ｸﾛﾛｴﾁﾙｽﾙﾎﾝ酸10%）

E_友_塗

Ａ1,000倍十２，０００倍６月上旬１回枝別散布

Ｂ1,000倍＋4,000倍６月上旬１回枝別散布

Ｃ1,000倍６月上旬１回枝別散布

注）①散布日６３年６月６日、１年６月１日（満開後15～20日の生理落果盛期）

②散布枝直径1.5～2.0cmの側枝、１区3側枝3反〔復

Ⅲ 主 要 成 果 の 概 要

枝別全摘果法としては､満開後15～２０日の生理落果の盛期にﾌｲｶﾞ・ﾛﾝ乳剤

1,000倍とｴｽﾚﾙ液剤4,000倍の混用散布が有効である。

１満開後１５～２０日にﾌｲｶﾞ?ﾛﾝ乳剤１，０００倍を散布することにより９５%以上の

摘果効果が期待でき、さらに、ｴｽﾚﾙ液剤を混用すると、散布後２０日以内

に100%の摘果ができる。

２ｴｽﾚﾙ液剤の混用溌度は、4,000倍が落葉率が低く、安全である。

３全摘果した側枝は、翌年の着花が多くなる。
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Ⅳ主要成果の具体的データ

第１表摘果剤の散布と落果率並びに旧葉の落葉率（１年）

試験区一旦｣ﾖｰﾕｰ Eｰ 一一 岨－ ２且 Eｰ 旧葉 の
ﾌｲが・ﾛﾝ乳剤ｴｽﾚﾙ 液 剤 着 葉 着 果 着 果 落 果 落 果

一濃度一濃度数数一数数熟&落葉率
倍倍莱個個個％％

1，０００＋２，００ ０ ３ ４ ８ ８ ９ ０ ８ ９ １ ０ ０ 2 6

1,000＋，４，０００３２８１０７０１０７１００１９
１，０００３２６８５１８４９８１９

注）着葉、着果数は1側枝（直径1.5から2.0cm）当たり

第２表摘果剤の散 布と落果率の推移（１年）‐
試験区薄果率

ﾌｲｶ゙ ､ﾛﾝ乳剤ｴｽﾚﾙ液剤

倍 倍％％％％％％

1，０００＋2,0000２１８３９９１００１００

１，０００＋4,0000２１８３９９１００１００

１，００００２０６８９８９８９８

‐第３表摘果剤の散布による落果率と翌年の着花数（６３年）
一試験区一』且ZZ-翌年の
ﾌｲｶﾞ､ﾛﾝ乳剤ｴｽﾚﾙ液剤落果結実落葉

濃度濃度率数球&着花_数
倍倍％個％花

1,000＋4,000９９２１１７４

１，０００９８２５１１４

注）着葉、着果数、着花数は１側枝（直径１．５から2.0cm）当たり

Ｖ成果の評価と取扱上の留意点

Ⅵ

１温州ミカンにおける隔年結果防止のための枝別全摘果技術の省力化法

として利活用でき、植物生長調節剤使用基遡に記載する。

２薬液の散布は、摘果しない枝にはかからないよう散布器のノズルを小
さくして薬液の飛散範囲を狭くして行う。，

３樹勢が弱い樹でのﾌｲｶ､､ﾛﾝ乳剤やｴｽﾚﾙ液剤の散布は落葉を助長したり、

樹勢衰弱を招くので使用しない 。

今後の研究上の問題点

ﾌｲｶﾞ、ﾛﾝ乳剤の枝別連年散布が樹勢に及ぼす影懇

Ⅶ壷料名

63～１年度福岡県農業総合試験場果樹関係試験成繊書
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